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研究成果の概要（和文）：　外国語としての英語学習において、日本人学習者の語彙処理速度と習熟度の関係について
考察した。MEGにより測定されたデータの解析を進めると共に、多読学習による偶発的語彙学習の習得と多読語数が英
文処理に対してどのような影響を与えるかについて多角的に検証した。これまでの研究により、習熟度の差は主に文字
認識の処理に関わるものであることと、多読学習は読解力だけではなくリスニング力も統計的に有意に向上させること
が確認された。

研究成果の概要（英文）：　The current research analyzed the relationship between L2 proficiency and the 
speed of vocabulary processing. An MEG date has still being analyzed and the results indicate that 
advanced learners are faster at lexical processing than beginners, and that beginners utilize broader 
areas of the brain in semantic processing. In addition, an effect of extensive reading on vocabulary 
processing and on reading speed has been researched, and it was found that extensive reading enhances not 
only reading proficiency but also listening proficiency.

研究分野：第2言語習得
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１．研究開始当初の背景 
 日本のような外国語としての英語学習
（English as a Foreign Language）環境にお
いては、中学生以上の成人学習者の語彙習得
は L1(日本語)を通して L2(英語)を身につけ
ていくと考えられている。しかしながら、習
熟度が高くなるにつれて日本語を介さずに
英語が口をついて出たり、インプットを理解
したりすることは多くの学習者が経験する
ことである。Kroll & Stewart (1994)はこの
プロセスを説明するため改訂版階層モデル
( Revised Hierarchical Model, 以下 RHM)
を提案し(図 1)、第 2 言学習者が上達してい
く過程の中間言語の語彙表象レベルおよび
意味概念レベルの結び付きの発達をモデル
化している。これは L1と L2のそれぞれの語
彙と共通概念の結びつきにはその数と強さ
とに差があるという階層性を主張するもの
である。 
近年の脳機能画像法の発達により、非侵襲
的に直接観察が可能となってきているが、第
2言語の語彙処理、特に第 1言語との関わり
の観点からの研究は十分になされてはいな
い状態であった。 

 

また、指導要領の改訂により高等学校の英
語の授業は原則として英語で進められるこ
ととなっているが、上述したような外国語習
得における母語の役割を明らかにせず、英語
だけの授業を考えることの効率性には疑問
点も多く残る。日常生活において自然な英語
のインプット量が絶対的に不足する日本に
おいては、日本語を介しての語彙処理プロセ
スを解明することは外国語教育の分野にお
いても必要とされている問題であった。 

 
２．研究の目的 
提案する研究では、成人(日本人)の英語学
習において、語彙の脳内意味処理が学習の進
展につれてどのように変化するかを、 
脳磁図 (MEG; Magnetoencephalography)  
を用いて解明することを目的とする。Kroll
らの反応時間計測実験では、初級者は意味概

念に対し母語による翻訳を介してアクセス
するのに対し、上級者は直接アクセスすると
されているが、本研究では第 2言語学習者の
習熟度が上がるにつれてその処理プロセス
と脳の賦活部位が変化する可能性を想定し、
脳における意味処理の直接観察を可能にす
る MEG 等の脳機能計測によって習得段階
別の変化を明らかにする。また、黎明期にあ
るMEGによる第 2言語処理研究の方法論を
確立し、今後の日本人の英語習得に関する脳
科学的研究に対して、より効果的な研究デザ
インを提案する。 
 
３．研究の方法 
(1)MEG データによる分析 
RHM からの仮説を検証することを目的とし
て、データ収集済みの語彙判断課題(単語/非
単語)に加え、意味判断課題(生物/非生物)お
よび翻訳課題(英語/訳語)を与えて MEG によ
り計測し、第 2言語語彙処理における脳活動
の直接データを収集する。これまでの研究成
果を元に、MEG データによるセンサーレベル
の信号強度と潜時の解析、さらに信号源の解
析を行う。同時に被験者の英語習熟度を相対
的に計測する言語テストを受けさせる事で
被験者の習熟度の違いによって賦活部位お
よび反応時間等にどのような変化が現れる
かについて分析する。意味判断課題と語彙判
断課題の差分を取ることで、意味処理プロセ
スにおける文字認識のプロセスを排除する。
さらに翻訳課題と前述のデータの差分を取
ることで翻訳処理に特有の脳活動データを
得ることが出来る（図 2 参照）。これに基づ
いて初級者と上級者で実際に L1 の翻訳に関
して違いがあるか否かを確かめることが出
来る。 
 
［ 翻訳処理－｛意味処理－文字認識処理｝］ 
図 2 データ処理における差分法のイメージ 

 
(2)多読学習の効果に関する分析 
 第 2言語語彙処理プロセスを検証するため
に多読学習による大量のインプットが語彙
処理および読解処理にどのような影響を及
ぼすかを観察する。標準化されたテスト
（CASEC）を用いて客観的に被験者の英語力
を測定し、多読語数との関係を対応のある t-
検定により多読学習の前後で英語力の変化
が見られるかどうか検証する。 
 
４．研究成果 
(1)新しい語彙処理モデルの提案 
本研究の結果から導き出された結論の一つ
は、習熟度の違いは主に文字認識および語彙
処理に関するものであるということである。
英語の文字列を見て（聴いて）、どの単語で
あるか処理する時間の違いであり、既知の単
語であると判断すれば意味を取り出す処理
の時間には差がないという結論にたどりつ
いた。そしてこの結果から、本研究の土台と
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図 1  Revised Hierarchical Model 

Kroll & Stewart (1994)にもとづく 



なったRHMに新たな視点を加えることが出来
た。（図 3、図 4） 
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図 3 初級学習者の語彙処理モデル 
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図 4 上級学習者の語彙処理モデル 
 
 初級学習者は、L2 と L1 の語彙サイズに非
対称性があり、更にその語彙情報間の距離が
離れ結びつきも弱いために文字列の処理な
どの語彙処理に時間を要する。一方、習熟度
が上がった上級学習者は L2 の語彙サイズの
拡大と共にL1との結びつきの距離も短く､強
くなり､結果として語彙処理のスピードがあ
がると考えられる。語彙処理が終わった後の
意味処理において習熟度はその速度に影響
をあたえないと考えられる。 
 
(2)MEG 研究の課題 
①翻訳課題のロジック 
残念ながら達成できなかった研究課題と
して、第 1 に L1 の介入を証明するための翻
訳課題のロジックを確立できなかったこと
が挙げられる。リーディング課題などを遂行
する際に日本語を介在していることを確認
するためにどのような刺激を与え、どの差分
を取るかについて論理的な証明が出来なか
った。ある英単語の刺激提示のオンセットに
対し、①英単語の提示、②翻訳（日本語）の
正誤判断、という流れでは①の段階で実際に
日本語を考えているのか、または直接意味概
念にアクセスしているのかを判断すること
ができない。これらのデータを切り分け、確
実に日本語を介在させることが出来るデザ
インを確立しなければならないことが課題
として確認された。 
 
 

②信号源の推定 
これまでに得られたMEGデータの信号源推
定のために Brainstorm というソフトウェア
が有効なことがわかり現在も分析の途中で
ある。データの下処理に複雑な手順が必要で
あり、解析に時間を要してしまった。論文化
にたどり着けなかったことは反省点の１つ
である。言語処理に対する MEG による分析は
まだ少なく、解析と分析の方法論を確立する
だけでも今後の語彙処理研究に貢献できる
と考えられ、その必要性が改めて確認された
ことは最低限の成果である。 
 
(3)多読学習と語彙処理の関係 
本研究の一部として英語多読学習におい
て大量インプットによる読解処理速度、特に
語彙処理速度の向上について神経言語学的
に考察した。 
大学生 26 名を被験者として、多読語数と
英語力の変化についてその関係を検証した。
英語力の指標として、2013 年春セメスター開
始時における被験者のCASECスコアをプレテ
スト、2013 年春セメスター修了時の CASEC ス
コアをポストテストとして分析した。平均多
読語数は 132,263 語（最大 548,486 語、最小 
7,845 語）であり、多読開始前と後の CASEC
スコアを対応のある t-検定により分析した
結果、リーディングセクション（平均 24.04, 
SD=39.61, p=.002)だけではなく、リスニン
グセクション (平均 21.19, SD=34.93, 
p=.008) も有意な上昇を見せた。多読学習が
リーディングスコアに好影響を与えること
は当然のことと考えられるが、リスニング力
に対しても効果が見られることは興味深い
発見であった。その理由の一つとして、平易
な文章を大量に読む(インプットを得る)こ
とで、語彙処理プロセスにおける音韻処理プ
ロセスが高速化すると考えられる。そのプロ
セスはリスニング処理における音声情報の
入力後に起きるプロセスと同じであると考
えられ、結果としてリスニング力の向上が図
られると結論づけた。 
 
(4)まとめ 
 本研究では、第 2言語語彙処理における第
1 言語（日本語）の介在を証明し、英語教育
における母語の使用に対して一定の根拠を
与えようとするものであった。MEG（脳磁図）
を用いてその過程を神経言語学的に証明す
べく挑んだが、現段階における先行研究の少
なさと計測機器（MEG,MRI）へのアクセスの
問題、またそのデータ解析の複雑さから当初
の目的を達成することが出来なかった。これ
らの研究は、日常的に機器へのアクセスが可
能であり、専門技術者の支援が得られてこそ
可能なものである。しかしながら、第 2言語
処理に対する脳科学的研究はいまだ黎明期
にあり、今後も継続して取り組むべき課題で
あると考える。 
 付随的な成果として、多読学習者のリスニ
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ング力向上に対して、本研究で取り組んだ語
彙処理プロセスの考察が大きな示唆を生み
だし、今後の研究課題の発見に繋がったこと
が挙げられる。 
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